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2023年活動報告
１．製品プラ分別収集、再利用体制先進事例調査

（～３月）
（１）プラスチック新法等関連法規
（２）自治体事例 （仙台、横須賀、三河安城他）
（３）技術開発動向（NEDO高度選別技術等）
（４）社会インフラ（首都圏選別センター構想）
（５）新居浜市現状調査 等

２．県地球温暖化防止推進計画パブコメ勉強会開催
活動事例報告（１１月）

３．海洋プラ他地域連携検討（宇和海ブルー
カーボンプロジェクト、燧灘オーシャンズX）
（１２月）

　　（広域化）理想の姿 　 　 ２０３＊年
　プラ新法33条再商品化計画フロー（例）

NEDO

　容リプラ 成果CO2削減

　　一括回収 　選別センター プラ再生事業者 740 万トン

　国内総量 （万トン） 1800億円効果

高度選別 マテリアルR 210

　製品プラ 　　↓ 　　　有効利用

再加工（粉砕） ケミカルR 150 100%

自治会・公民館 　　↓
（スーパー事業者） 品質検査 サーマルR 400

埋め立て 0 未利用　０％
　　　　　計 760

　　　 段階的実現可能な姿 　 ２０２＊年
　

分別回収
　容リプラ（既存）

　 容器包装 　　　　 プラ再生事業者
リサイクル協会 　国内総量 （万トン）

　PET 包装 　　　 マテリアルR 173

　 　　 　 　　　有効利用

　製品プラ（新規） 　入札・ 再利用 サーマルR 510 86%

　 　　　 　

樹脂 　 　 ケミカルR 27

　　　未利用

種類 　 埋め立て 112 14%

・・・ 　　計 822
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１．第2回学習会概要
会場︓愛媛県新居浜市ワクリエにいはま(対面）＋オンライン接続

（13︓00〜16︓30(予定） （30名参加想定）
２．学習会プログラム案

① 専門家によるプラリサイクルによるＣＯ２削減理論
ならびに国内事例解説、質疑応答（90分）＋休憩5分

②参加者の取り組み代表事例紹介 （20分）
③関係者の個別取り組み事例対応の前提条件（プラ種類
別単位当ＣＯ２削減量等）提示による成果算定（概算）
発表（20分）
④関係者による意見交換ならびに今後の啓発普及活動の
検討等 （30分）＋休憩5分
⑤学習会全体まとめ（15分）アンケート実施（5分）
⑥個別意見交換会（20分）

5．期待効果
（1）プラリサイクルによるCO2 削減成果の⾒えるか
（２）広報活動強化による活動参加メンバーの裾野拡大
（３）次年度⼩中学⽣対象プログラム検討実施（学校関係者

との協働）

4．推進体制 主催 にい は ま グ ロ ー バル ネ ット ワ ー ク
協⼒ 新居浜市SD Ｇ Ｓ推 進 プ ラ ッ ト フォーム分 科会 他

Ⅰ・新居浜市SDGs推進プラットフォーム分科会提案(23年）

地球温暖化防止活動のひとつであるプラスチックリサイクルが国内でも本格化
（産官学金民、一般市民活動等）しつつある状況下、

（１）プラリサイクル活動事例成果の可視化
 （２）海ごみ起因の海洋プラの課題、他地域連携実現
 （３）生活（製品）プラの分別収集、再利用体制検討
   を通じた市民意識啓発・向上。

Ⅱ・プラスチックスマート学習会（24年計画）
第１回 海洋プラ関係 （7月27日）
第２回 プラスチックスマート学習会（8月24日）
第３回 生活（製品）プラ関係 （10月12日）

３．対象者 社会人、大学生、高校生等一般市民

２０２４年活動計画（ご提案）
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